
 

― 66 ― 

 

デジタル・シティズンシップの育成をめざす 

小学校社会科授業開発 

―CSE 教材における「性向アプローチ（dispositional approach）」に着目して― 
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Abstract: This study aimed to develop and practice elementary social studies lessons aimed at fostering 

digital citizenship and verify their effectiveness. For this aim, we developed, practiced, and discussed 

the fifth-grade class, focusing on the " dispositional approach " of "Common Sense Education" developed 

in the United States. 

 

１．問題の所在  

 様々な分野でのデジタル化が進む「デジタル

社会」に私たちは生きており（友寄，2022），デ

ジタルシティズン（以下，D・C），すなわち「デ

ジタル技術を用いて市民社会に参加しようとす

る」市民が求められている（坂本，2020，p.17）。

D・C の育成をめざした授業デザインを示した

主な先行研究に，坂本ほか（2020）（2022），小

栗（2021）がある。坂本らによる一連の研究で

は，D・C の概念の導入により，従来の情報モラ

ル教育から情報リテラシー教育への拡充が図ら

れ，小・中・高等学校を対象とした特別活動に

おける授業実践が示された。小栗による研究で

は，D・C の社会参加のエンパワメント的側面

に着目し，高等学校を対象とした授業実践が示

された。これらの先行研究においては，小学校

社会科は対象とされておらず，小学校社会科で

の D・C の育成の研究への本格的な着手はこれ

からの活発化が期待される。  

 

２．研究の目的・方法  

本研究の目的は， D・C の育成をめざす小学

校社会科授業を開発・実践しその効果を検証す

ることにある。そのために，米国で開発された

D・C 教材「コモンセンス・エデュケーション」

を手がかりに，D・C の小学校社会科への可能  

性について検討し，授業構成の枠組みを設定す

る。これを踏まえて授業を開発・実践・検証し，

小学校社会科授業に D・C を導入する意義につ

いて考察する。  

 

３．D・C の小学校社会科への可能性  

（１）CSE における D・C 

 D・C は多義的な概念であり，その意味は論

者により異なる（小栗，2021）。本研究において

は，日本においても学校現場に即した実践性が

評価されている米国において開発された D・C

教 材 「 コ モ ン セ ン ス ・ エ デ ュ ケ ー シ ョ ン

（Common Sense Education）」（以下，CSE）

を参照する。CSE は，米国においてコモンセン

スとハーバード大学のプロジェクト・ゼロとの

共同研究により開発された5歳から18歳を対象

とした D・C 教材で，利用者は全世界で130万人

を超える（James &Mendoza，2021）。CSE で

は D・C を「学習，創造，参加のためにテクノ

ロジーを責任をもって使用すること」としてい

る（James &Mendoza，2019，p.５）。リアルと

デジタルの境界が曖昧となった今日において，

社会の形成者となる子どもたちには，テクノロ

ジーを活用した責任ある参加や積極的な関わり

が期待されるが，オンライン空間においては，

例えばコミュニケーションの方法が異なるなど  
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特有の課題が伴う。そのために CSE では，オン

ライン空間やテクノロジー等に関する特有のス

キルや性向を備え，「デジタル世界」というコ

ミュニティの一員として自身，他者，世界に対

してもつ権利と責任として D・C を規定してい

る（James &Mendoza，2019，pp.3-13）。  

 

（２）D・C 育成のための「性向アプローチ」  

 CSE の目的は「デジタル社会を生き抜くため

に必要な知識とスキル，そしてそのスキルを活

用するための性向と行動力の育成」とされる

（James &Mendoza，2019，p.9）。ここで「性

向（disposition）」とは，「思考や行動を導き，

人々が知識やスキルを使うかどうか，どのよう

に使うかを形作る継続的な傾向」である（James 

&Mendoza，2019，p.10）。CSE の特質の一つ

として，知識やスキルを日常生活と結ぶために

「性向」に着目している点がある。表１のよう

に，CSE では市民が備え，生活の中で体現すべ

き基本的な「性向」として，「落ち着いて自己を

振り返る」，「視点を探る」，「事実と証拠を探す」，

「選択肢と影響を検討する」，「行動を起こす」

の５点を挙げ，各ステップも示している（James 

&Mendoza，2019，p.11）。  

このような「性向」を育むための方法の一つ

として「思考ルーチン」を挙げている。例えば

ソーシャルメディアの使用が友人，家族，地域

社会との関係に与える影響について考える授業

では，表２のような「F.I.R.E. (Feel, Identify, 

Reflect, Enact)」と名付けられられた「思考ルー

チン」を示している（James &Mendoza，2019，

pp.13-14）。ここでは，ソーシャルメディアに

よってもたらされるネガティブな感情に注意す

ることや，これに直面した際に，ゆっくりと自

分の気持ちを考え，慎重に選択を検討するため

の思考方法が学ばれる。「F.I.R.E.」の「思考ルー

チン」では「落ち着いて考える」，「異なる視点

を探る」，「選択肢と影響を検討する」，「行動す

る」という「性向」へとつながっていくことが

期待されている。CSE では具体的な思考の仕方

を学習過程の中に組み込みそれを繰り返すこと

で，日常生活へとつながる「性向」を獲得する

ことが期待される。  

 

（３）D・C 育成と小学校社会科授業の枠組み  

ここまでを踏まえて，授業構成の枠組みを設

定する。D・C では，テクノロジーの責任ある利  

表１ CSE における基本的な性向 

性向  ステップ  

落ち着

いて自

己を振

り返る  

直感に気づく。第一印象に囚われないよ

うにする。状況は複雑であることを認識

する。定期的に自分の習慣を把握する。 

不安などの感情に注意を払う。  

視点を

探る  

好奇心を持ち，心を開く。他者の視点に

ついて考える。他者の気持ちを大切にす

る。自身の価値観だけでなく，異なる人

の価値観や優先順位を考慮する。道徳

的，倫理的，市民的な責任を考える。  

事実と

証拠を

探す  

関連する事実を調査し，明らかにする。 

信頼できる複数の情報源から情報を入

手し，評価する。異なる情報源からの証

拠を比較検討する。  

選択肢

と影響

を検討

する  

可能な行動方針を思い浮かべる。異なる

選択肢が自分の価値観や目標をどのよ

うに反映するかを考える。自分自身と他

人に対する責任に常に注意を払う。起こ

りうる影響を評価する。  

行動を

起こす  

前向きで生産的だと感じられる行動方

針を決定する。幸福を支えるために，デ

ジタルな習慣に変化をもたらす。必要な

ときに助けを求める。他者の味方とな

り，見守る。  

(James&Mendoza(2019)を筆者ら翻訳 ) 

 

表２ CSE に例示された思考ルーチン  

思  考  概 要  

感じる  

（Feel）  

自分の感情の把握・悲しみ，不安，

嫉妬，排除などの感情を抱いている

か？  

 

 

特定する  

（ Identify）  

感情の原因の特定・そのような感情

になったのは，何が起こったため

か？  

 

 

思案する  

（Reflect）  

考えられる対応策の思案・どのよう

な行動の選択が可能か？各手段の

あなたや他者にとっての利点と欠

点は何か？  

 

 

実行する  

（Enact）  

対応策の実行・自分と他者にとっ

て，前向きで生産的だと感じられる

方法で前進し，状況に対処する準備

はできているか？  

(James&Mendoza(2019)を参考に筆者ら作成 ) 

 

用をもってデジタル世界に参画することがめざ
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される。そのためには，小学校段階から，デジ

タル化した社会に関する知識やスキルに加え

て，それらを日常生活へと結ぶ「性向」までを  

育成の範疇とする必要がある。具体的には，「性

向」へ向かう「思考ルーチン」を学習展開に組

み入れていく。すなわち，D・C の育成をめざす

小学校社会科では，デジタルテクノロジーの使

用に関する知識やスキル，またそれを可能にし

ている社会の仕組みを認識するとともに，デジ

タル化した社会における自己のあり方を内省

し，そこに批判的なまなざしをむける授業を構

成していく必要がある。まとめると表３のよう

になる。 

 

表３ 授業構成の枠組み 

段 階  概 要  

Ⅰ．デジタルテ

クノロジーに関

連する諸問題や

社会的背景の認

識  

デジタルテクノロジーの関連 

する人的，文化的，社会的な問 

題に出あう。デジタル化した 

社会について捉える。 

Ⅱ．デジタルテ

クノロジーとの

関わり方の吟味  

デジタルテクノロジーの活用 

方法を捉えたり「思考ルーチ 

ン」をもとに吟味したりする。 

Ⅲ．デジタルテ

クノロジーを活

用した選択・判

断や社会参画  

問題の克服に向けてデジタル 

テクノロジーを活用する。活 

動について振り返る。  

 

４．実践「情報を生かすわたしたち」 

（１）単元構想と計画について  

単元を構想するにあたっては，『小学校学習

指導要領解説（平成29年告示） 社会編』の第

５学年の内容（４）我が国の産業と情報との関

わりについて学習する際に，D・C の育成を射

程に入れることで，インターネット等メディア

の負の部分のみが強調される授業展開やルール

やマナーといったモラル教育からの脱皮を試み

た。具体的には，情報化した社会において自分

や他者のためにどのように行動するべきかを表

２の「思考ルーチン」を活用して吟味すること

で，「性向」までを育成することをめざした。  

単元計画について，第Ⅰ次では，メディアの

デジタル化について学習を行う。テレビや新聞

といったマスメディアに加えて， Yahoo!や

Google な ど の ウ ェ ブ メ デ ィ ア ， LINE や

YouTube などのソーシャルメディアについて

取り上げ，実際に利用した経験などをもとに，

それぞれの特徴やメディアごとの違いを考え

る。メディアがあることやそのデジタル化によ

るメリット，デメリットをふまえて，「私たちは

どのようにしてメディアと関わっていけばよい

か」という単元を貫く学習課題を設定する。  

第Ⅱ次では，児童がデジタル化したメディア

との関わり方を学習するための具体的な事象と

して，メディアバランス，フェイクニュースや

デマ，個人情報を取り上げることとする。それ

ぞれに，児童には具体的な場面を提示し，自分

の感情やメディアのメリットに留意しながら，

どういった問題が考えられるのか，課題の解決

に向けて自分には何ができるのかを「思考ルー

チン」から考えるようにする。  

表４に示すように，第Ⅱ次では「思考ルーチ

ン」を組み入れて授業を展開した。第２時では，

メディアバランスを取り上げた。児童がどんな

メディアをどのぐらい利用しているのか，どう

いった使い方をしているのか，どんな気持ちで

使っているかを考えることを通して，自分とメ

ディアのつながりやメディアから受ける恩恵を

想起できるようにする（「感じる」「特定する」）。

そして，自分にあったメディアバランスを考え，

友達と意見交流する場面を設定し，適切なメ

ディア利用について考えていくようにする（「思

案する」「実行する」）。第３時では，新型コロナ

に関わるトイレットペーパーが品薄になったデ

マの事例から，どういう状況だったのか，どう

してそうなったのかを考えていく（「感じる」「特

定する」）。そういったフェイクニュースやデマ

によって社会が大きな影響を受けることを知っ

た上で，それらを見極めるためにどうしたらよ

いか考える（「思案する」「実行する」）。第４時

では，個人の写真が SNS を通して拡散し，いや

な思いをしたという事例から，登場人物の気持

ちを考えたり，その原因を話し合ったりする

（「感じる」「特定する」）。そして，個人の情報

を共有することのメリットも踏まえながら，共

有しても良い情報とそうでない情報を整理した

り，個人情報の取り扱いについて大切なことを

話し合ったりする（「思案する」「実行する」）。  

 

（２）授業の実際と結果  

実際の児童の記述や発言をもとに，授業の実

際と結果について述べていく。第２時のメディ

アバランスを事例とした授業では，授業の終わ

りに「今後どのようにメディアと関わっていき
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ますか（発問①）。」という発問を行った。これ

に対する児童の記述を，評価基準をもとに評価

した結果を表５に示す。このように，発問①に

対して，評価規準のⅢを達成した児童は全体の

約85％であった。達成した児童の具体的な記述

内容としては，メディアの楽しさに触れて記述

しているもの，メディアを使うことを肯定的に

捉えながら自分の行動について述べているも

の，時間を決める，優先度を考える，親と話し

合うなど具体的な行動指針を示しているものが

あった。また，メディアバランスは人によって

違うため，減らすことだけが大切なわけではな

いことに気づいた児童も数名いた。一方，Ⅱの

児童は「メディアバランスを意識していきた

い。」といった記述に留まっており，どのように

してメディアバランスを保っていくのかという

具体的な行動指針が記述から読み取ることがで

きなかった。Ⅰの児童は無回答であった。  

第３時のフェイクニュースを事例とした授

業では，「フェイクニュースを見抜くためにはど

うしたらよいか（発問②）。」という発問を行っ

た。その発問に対する児童の発話記録を表６に

示す。総務省の子ども向けサイトである「情報

通信白書 for kids」によれば，正しい情報かど

うか見分けるポイントは，①信頼できる情報源

を調べること（総務省，新聞社など大手メディ

ア，大手企業の情報），②一番初めの情報元をあ

たること（発信はどんな人がしているか），③複

数の情報源を調べること，の３点である。また，

情報を鵜呑みにしない態度についても触れられ

ている。児童の発話記録をみると，これらのポ

イントを正しく理解し自身が気をつけて行動し

たいこととして考えていることが分かる。第４

時の個人情報について事例とした授業では，授

業の終末に「今後どのようにメディアと関わっ

ていきますか（発問③）。」と発問した。それに

対する児童の記述を，評価規準をⅢと設定した

評価基準をもとに評価した結果を表７に示す。

このように，発問③に対して，評価規準のⅢを

達成したのは，約28％であった。具体的な記述

としては，メディアの便利さに触れながら個人

情報の共有の仕方について具体的に考えている

もの，情報による共有の是非について考えてい

るもの，情報の区別に言及しているものがあっ

た。一方，Ⅱの児童は全体の約42％で一番多い

段階であった。具体的な記述としては，個人情

報は共有しない方がよいという考えにのみ留ま  

表４ 発問と思考ルーチンの整理 

時 発問 思考ルーチン 

２ メディアとのよりよいつきあい方を考えよう 

・どのメディアをどのぐらい

利用しているか 

・それによって得られるもの

失うものは何か 

・メディアバランスのとれた

生活とは 

・今後どのようにメディアと

関わっていくか 

感じる 

 

特定する 

 

思案する 

 

実行する 

３ フェイクニュースやデマについて考えよう 

・トイレットペーパー品切れ

のニュース 

・なぜフェイクニュースが広

まるのか？ 

・フェイクニュースを見抜く

には 

・今後どのようにメディアと

関わっていくか 

感じる 

 

特定する 

 

思案する 

 

実行する 

４ 個人情報を守るためにはどうすればよいか考

えよう 

・オンライン上で情報をやり

とりした経験は 

・（個人の顔写真が拡散した例

をも とに）どうし てこう

なったのか 

・オンライン上で共有してい

い情報とだめな情報は何か 

・オンライン上で個人情報を

守るために今後どのように

してメディアと関わってい

くか 

感じる 

 

特定する 

 

 

思案する 

 

 

実行する 

 

表５ 「発問①」に対する評価基準と結果 

Ⅰ メディアのメリットデメリットを示した

り，自身のメディアの使い方に触れたりし

ながら，メディアバランスを意識してメ

ディアと関わるための具体的な行動指針が

記述できている。 24／28 名（約 85％） 

Ⅱ メディアバランスを意識してメディアと関

わるという内容の記述ができている。 

３／28名（約10％）  

Ⅲ  メディアバランスとメディアとの関わり方

のつながりがない記述，あるいは無回答。 

１／28名（約３％）  
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っており，個人情報を守る方途が不足している

ものが目立った。Ⅰの児童は全体の約28％で，

メディアは怖いもの，危ないもの，メディアは

いやな気持ちになるというデメリットのみが強

調されている記述がほとんどであった。

 

表６ 「発問②」に対する発話記録（一部抜粋） 

教師（T），児童（C） 

T 

C 

T 

C 

T 

C 

T 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

C 

 

T 

こうしたフェイクニュースを見抜くためには私たちはどうしたらよいと考えましたか？ 

質問ができるなら，それはどこから得た情報ですかと聞いてみる。 

じゃあみなさんはどんな人なら信頼できそうですか？ 

大きな会社とか専門家とか。 

ちゃんとしたところだと信頼度が高いかもね。さっきの全国紙工業会とかね。じゃ他には？ 

テレビとかもっと正確な情報を出しているのを観てみる。 

みんなテレビと Twitterならテレビの方が信頼できるの？ 

はい，だって信頼されるところが作っているから。 

Twitterは，適当にツイートすることもできるじゃないですか，だれでも。 

インターネットで調べるとき，そこに公式とか書いてあったら信頼できる。 

信頼できそうなものを何個もみるといい。 

Twitterみても何が本当の情報かわかんないからテレビ観ても，うそだと思って信じない。 

ああ，疑いの目をもつってことね。 

一番初めのやつだったら，中国で生産できずに品薄になるらしいって，らしいとかの語尾があいまいなのがあっ

たらだめなんじゃないか。 

あいまいな言い方をしているのは信頼できないなってことだね。 

 表７ 「発問③」に対する評価基準と結果 

Ⅰ オンラインで情報を共有することのメリッ

トデメリットを示したり共有してもよい情

報とよくない情報を区別したりしながら，

個人情報を守るために具体的な行動指針が

記述できている。   ８／28 名（約 28％） 

Ⅱ 個人情報を守るためにどうすればよいか自

分の考えを記述できている。 

12／28名（約42％） 

Ⅲ．  個人情報を守るためにどうすればよいかと

記述できていない，あるいは無回答。 

８／28名（約28％） 

 

（３）成果と課題  

D・C の育成を射程に入れて，「思考ルーチン」

を授業展開に導入することについては，第２時

の記述で評価規準に到達した児童の割合が全体

の約85％であることからも分かるように，メ

ディアの負の側面だけでなくメリットにも目を

向け，ルールやマナーを守るという漠然とした

考え方やモラルの範疇に留まることなく，デジ

タルな社会において自分の行動の仕方について

具体的に考えることにつながった。これは，第

３時のフェイクニュースを見抜くためにはどう

したらよいかという発問に対する児童の発話か

らも言える。全ての情報が正しいと思い込まず，

信頼できる情報元をあたったり，情報の信憑性

を複数のメディアから調べたりすることの意義

を理解し，具体的な行動の仕方について，児童

が考えることができた。これはまさに本単元で

活用した「F.I.R.E.」の「思考ルーチン」がその

先の「ゆっくり考える」，「選択肢と可能な影響

を考える」といった「性向」へとつながった一

端を示していると考える。また，他人と自分と

のメディアバランスの違いに気づき，単にメ

ディアの時間を減らすことだけがメディアバラ

ンスを考えることではないと発想した児童がい

たことも，「～してはいけない。」といった従来

のモラル教育の抑制的な一面から脱皮すること

ができていることを示している。  

一方で，第４時の記述においては，評価規準

に達した児童は全体の約 28％に留まってし

まった。そして，メディアは怖いもの，危ない

ものであると記述した児童もいたことから，脱

すべきであったメディアの負の部分が強調され

た授業となってしまった。同じ「思考ルーチン」

を導入しながら，第３時で課題が浮き彫りとな

り，本来目指すべき「性向」へとつなげること

ができなかった点については，その理由を探る

必要がある。まず，第３時で取り上げた資料が，

情報モラルに関するものであったことが原因と
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考えられる。オンラインで共有するべき情報と

はどんなものか考えるための導入として，個人

情報がもとでトラブルになった事例を探して，

この教材にたどり着いた。映像ということで，

児童にとって課題をつかみやすくなるだろうと

考えたのだが，結果として個人の写真が悪用さ

れるという負の部分が大きく強調されて児童の

印象に残ってしまったと感じる。また，オンラ

インでの情報共有のメリットについて考え話し

合う時間も設けたが，児童からほとんどメリッ

トが出なかった。これは，第５学年の児童は，

実際にはウェブメディアから情報を得たり，

ソーシャルメディア，特に映像や音楽を楽しむ

メディアを好んで使用したりしており，SNS な

どを使ってオンラインでの情報のやりとりとい

う経験の不足に起因して，実感をもってメリッ

トを考えることができなかったためであると推

察される。小学校段階の児童にとって切実感を

もった教材開発において課題が残った。  

 

５．実践「フリマアプリから見える情報社会」 

（１）単元構想と計画について  

フリマアプリを運営している株式会社メルカ

リは，テクノロジーの力によって，世界中の個

人と個人をつなぎ合わせ，誰もが簡単にモノの

売り買いを楽しめる社会をつくることや，それ

により資源を循環させる豊かな社会，個人がや

りたいことを実現できる社会をつくることを目

標としている。ここで重要なことは，「テクノロ

ジーの力によって，世界中の個人と個人がつな

がり，資源が循環する社会をつくる」というこ

とである。世界中の個人と個人がつながるから

こそ，そこには一人一人の信用が必要であり，

相互の信頼関係を構築する必要がある。その信

頼関係が構築できれば，本来捨てられるような

トイレットペーパーの芯や新聞紙，ペットボト

ルのキャップのようなものまで「商品」として，

取引できるようになる。メルカリというデジタ

ルの空間が，価値のないものに価値を付与し，

新たな価値を創造することのできるプラット

ホームとなっているのである。  

しかし，情報社会における情報の受信者は，

間違った情報を信じることでリスクを背負った

り，信用できる情報が分からないという問題が

生じ，その目に見えない人への恐怖心から，無

関心となりそもそも活用も発信しないという選

択をしたりすることになる。  

このような問題を解決するために，フリマア

プリ「メルカリ」では，２つのシステムを確立

している。１つ目は，情報発信者の信頼度を評

価して，利用者がアクセスする情報に評価結果

を付与して提示するシステムである。これによ

り，受信者に発信者に関する情報を提供し，発

信者の履歴から信頼性を判断することを支援す

る。２つ目は，アプリ全体として流通する情報

の質を高めたり，法の順守ができるようにした

りするために，出品する商品の基本情報から適

正価格や出品の可不可を判断する AI による違

反検知システムを構築している。  

そこで，Ｄ・Ｃの育成を射程に入れながら，

企業のシステムとして，デジタル社会における

問題をどのように解決しようとしているか特に

「安心・安全」についての概念化が図っていく

ことによって，社会科授業としてＤ・Ｃを取り

扱った最適な教材となると考えた。  

単元計画について，第Ⅰ次では，「フリマアプ

リ」というシステムの存在を知り，フリーマー

ケットとは何か，「フリマアプリ」では何が売ら

れているのかなど，子どもたちの既有知識を探

る時間とした。 

第Ⅱ次では，「フリマアプリ」を使う際の問題

点を映像教材を使いながら整理していった。そ

して，出品者と購入者に分類しながら，それぞ

れの問題を解決するために必要な力を考えた。

さらに，活用者だけが問題に気を付けるのでは

なく，「安心・安全」にデジタル社会において売

買ができるシステムを「フリマアプリ」内で創っ

ていることについて学んだ。 

第Ⅲ次では，実際に「フリマアプリ」の社員

にオンラインで授業に参加してもらいながら，

どのような商品は売れるのか，売れない商品は

何なのか整理し，どのように工夫をすれば売れ

るようになるのか考えた。最後に，よりよいフ

リマアプリの活用者になるために必要な力を考

えることを通して，情報社会をよりよく生きて

いく資質能力について対話した。  

 単元を通して意識したことは，D・C 育成の

ための「性向アプローチ」を発問として，どの

ように整理できるかである。CSE における基本

的な「性向」として，「落ち着いて自己を振り

返る」，「視点を探る」，「事実と証拠を探す」，

「選択肢と影響を検討する」，「行動を起こす」

は先述の通りである。これらを単元の中に発問

として整理したものが，以下の表８である。 
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 表８ 発問と性向アプローチの整理  

時間  発問  ねらう性向のステップ  

第 3 時  

出品者に必要な力

は何だろう  

○フリマアプリを使ってみたいか。  

  

○なぜ使ってみたいと思ったのか。  

   

○もし自分が購入する側だったら，

どのような説明をしてほしいか。  

○「発送し忘れていた」と伝えたら，

相手はどんな気持ちになるか。  

○忘れていたのに発送済みだとう

そをついたとわかったら相手はど

んな気持ちになるか。  

○使っていないものなら，別に売っ

てもいいんじゃないか。  

・自分の直感的な反応に気付くことができるよ

うにする（落ち着いて自己を振り返る）。  

・自分の（思考）習慣を把握できるようにする。

特に，マイナス思考（活用に消極的）なのか，プ

ラス思考（活用に積極的）なのかを把握できるよ

うに働きかける（落ち着いて自己を振り返る）。  

・他者の視点について考えられるようにする（視

点を探る）。    

・他の人の気持ちを気遣うことができるように

する（視点を探る）。  

 

・道徳的，倫理的，市民的な責任を考えるように

する（視点を探る）。  

第 4 時  

購入者に必要な力

は何だろう  

   

○ダイレクトメールでやり取りし

た方が安く商品を受け取ることが

できるのに，なぜみんなは問題だと

思ったのか。  

○「やばい」という言葉は便利だけ

れど，なぜ伝わりづらいのか。  

○信頼していた出品者から買った

商品を実際に見ずに評価すること

はなぜよくないのか。  

○どのように評価すべきか。  

・信頼できる複数の情報源から情報を求め，評価

し，比較することの大切に気付けるようにする

（事実と証拠を探す）。    

・他の人の視点について考えられるようにする

（視点を探る）。  

・起こりうる影響について考え，評価することの

大切さについて気付けるようにする（選択し影

響を検討する）。  

・信頼できる複数の情報源から情報を入手し，評

価する（事実と証拠を探す）。  

第 5 時  

利用者の問題が多

いのに，「メルカ

リ」が急成長して

いるのはなぜだろ

う  

○たくさんの問題が起こりそうな

ネットの売買であるのに，フリマア

プリの利用者が 10 年で急激に増え

ているのはなぜか。  

○どのように安心・安全な売買の仕

組みをつくっているのか。  

・「安心・安全」な売買の仕組みづくりや，企業

理念について考えられるようにする。  

  

 

・社会背景を含んだ企業理念への賛同や企業努

力に焦点を当てて追究できるようにする。 

第 6 時  

出品者として商品

を売るなら，何を

どのように工夫を

して売るか  

○出品者も購入者も笑顔になる商

品はどのような商品か。  

○おもしろいアイデアは誰のアイ

デアか。  

・前向きで生産的だと感じられる行動方針を決

定できるようにする（行動を起こす）。  

・他の人の価値観や優先順位と自分の価値観を

比較検討できるようにする（視点を探る）。  

第７時  

よりよいフリマア

プリの活用者にな

るために  

○グループの中でみんなが大切だ

と考えたフリマアプリを活用する

上で必要な力は何か。  

・幸福を支えるためにデジタルな習慣を肯定的

に受け入れられるようにする（行動を起こ

す）。  

（２）授業の実際と結果  

実際の授業の記録をもとにして，発問と性向

アプローチの関連性や効果を検証したい。特に，

子どもにとって利用する確率が高い「購入者に

必要な力」を扱った第 4 時の授業と「よりよい

フリマアプリの活用者になるために」の第 7 時

の授業の発話記録から考察することとする。こ

の場面はダイレクトメッセージ（以下 DM）が送

られてきた際の対処法について話し合っている。   

表 9 の第 4 時「ＤＭの問題」場面では，授業

者は「DM に応じた方が安く商品を購入すること

ができる」と伝え，ゆさぶりをかけている。そ

うすることによって，子どもたちは，なぜ 10％

の手数料があるのかというアプリの仕組みを捉

えるとともに，「落ち着いて自己を振り返る」と

いう視点をもちながら，DM に応じない方がより

安心・安全な購入ができることに気付くことが

できた。「商品の評価」場面では，子どもたちの

発言から「評価をする際には，信頼できる複数

の情報源から情報を入手し，評価すること」が
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重要であるということを理解できたと考えられ

る。つまり，自己の感情に任せた短絡的な評価

でなく，また一つの立場からの評価でなく，冷

静に様々な立場に立った評価をしていくことの

大切さを，このやり取りを通して理解できたの

ではないかと考える。 

 表 10 の第 7 時では，「フリマアプリ」で起

こったコロナ禍におけるマスクの高騰を導入資

料として用いて，利用者が自由に売買を行う中

で起きた社会問題を扱い，よりよいフリマアプ

リの活用者になるためにどのような力が必要か

考えた。その際，世界的な非常事態となった場

合には，社会の仕組みを臨機応変に変えていく

必要があったり，デジタル社会に生活する私た

ちのモラルやマナーがより重要となったりする

ことを考えるきっかけにしたかった。 

単元を通して学んだことが，生かされキー

ワードとして概念化できるように，グループで

大切なことを共有し納得解を見出せるように働

きかけた。そして，授業の終末には，「これって

フリマアプリだけのこと？」と問いかけ，これ

からの社会を生きていく上で大切なことは何か

考えるきっかけとなるようにした。これからの

社会を生きていく上で必要な力を子どもたちは

「相手意識」という言葉でまとめている。この

「相手意識」は，子どもたちと共有し，学校生

活を通して常に考えていくべきものであると概

念化を図ることができた。つまり，「幸福を支え

るためにデジタルな習慣を肯定的に受け入れら

れる」ようにし，行動を起こすきっかけとする

ことができたと考える。しかしながら，子ども

たちは抽象的な言葉によって，表層的なやり取

りをしがちである。だからこそ，常に教師も子

どもも「相手意識」をもってこのデジタル社会

を生きていかなければならない。また，この「相

手意識」という概念は，D・C 育成における重要

な一つの視点となり得るだろう。

 

表９ 第 4 時の発話記録（一部抜粋） 

「ＤＭの問題」の場面：教師（T），児童（C） 

T  

C  

C  

T  

   

 

C  

T  

C  

T  

C  

T  

 

 

 

T  

ＤＭってどんな問題がある？  

あやしい。「こっそり」って書いてある。  

直接やり取りすると，高く売れるから，ずるい。  

あー。なるほどね。直接やり取りできるようにして，あとは解約すれば１０％取られずやりとりでき

るもんね。この１０％は何のための１０％なの？メルカリを使うことで，何を提供してもらっている

の？  

商品。  

商品なら直接やり取りすればいいんじゃない？ダイレクトメッセージで。   

いやいやいやいや！  

メルカリを通さなくてもやり取りはできるよね？  

できるっちゃできるけど，もしものとき，もしも詐欺とかされても，通報できない。  

この１０％は詐欺があったときに補償されるように，安心安全を守るための１０％なんだね。メルカ

リの１０％は，例えば詐欺にあったときにちゃんと商品が補償されますよとか，料金が返ってきます

よということも考えられている。ダイレクトメッセージで，「買います」と言ってお金を振り込んで，

商品が送られてこなかったら，誰が商品を補償してくれるの？  

DM に応じないってことは安心・安全を守るために大切なことだね。あやしいメールには応じない。無

視することも大切ですね。  

 「商品の評価」の場面：教師（T），児童（C）  

T  

C  

C  

T    

C  

T  

C  

C  

T  

評価を先にしちゃったことだけど，これはどうしたらいいかな。  

ちゃんと見てから，評価する。  

信じすぎない。  

うわさもそうよね。うわさを信じないためにはどうすればいい。  

いろんな人に聞く。確認をする。  

いろんな人に確認するんだね。じゃあこれでいうと誰に確認するべき  

送った人。  

お母さんも。  

いろんな人に確認しないとね。  
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表 10 第 7 時の発話記録（一部抜粋） 

「マスクの高騰」場面：教師（T），児童（C）  

T   

C  

T  

   

C  

T  

C  

C  

T  

C  

T  

C  

T  

   

C  

T  

C  

2020 年３月 12 日なので，２か月後のニュースです。 【動画視聴】  

20 まーん！！  

びっくりやね。それでも買うってことだね。売る人がいて，買う人がいれば成立するじゃんっていう

だけの世界では済まなくなってるんだね。誰が困るの？  

店の人じゃない。  

なんで店の人が困るの？  

逆にあれじゃない？まとめ買いする人がメルカリで売るから 。 

買おうと思っている人やコロナにかかってしまった人が困るんよ。  

動画からわかったことを教えて。  

罰則付きで制限。  

誰がそんなこと決めたの？  

政府。  

そうか政府がそういうふうに決めたんだね。仕入れ価格より高く売ったら罰則。メルカリはどんな対

応をした？  

マスクの販売を全面禁止。 

販売自体を禁止したんだね。なぜやった？  

利用者が意図せず違法行為をしてしまわないように。  

「フリマアプリを活用する上で大切なこと」場面：教師（T），児童（C） 

T    

 

C  

C  

C  

C  

C 

T  

 

C 

T  

C  

T  

C  

T  

C  

T  

今からワークシートを配るので，フリマアプリを活用する上で大切なことについて考えましょう。  

【グループ交流】 １班から順番にどうぞ。  

正直。  

禁止されているモノを売らない。  

写真にシミとかそういうものをくわしく伝える。  

しっかり見る。 説明をみる。 写真を見る。  

情報を集めるということだな。  

あれは当時禁止はされていなかったんよね。マスクは自由な売買がなりたってなんだよね。そこには

何が必要だったんだろう。足りなかったものは何だったんだろう。  

相手意識。  

相手ってだれ？  

お店の人や他の人のことも  

もっと幅広い相手意識が必要なのかもしれないね。その他は？  

素早く発送  

遅かったらどうなる。  

評価が下がる。  

評価が次の信頼につながるんだよね。  

「これからの社会を生きていく上で必要な力は？」場面：教師（T），児童（C）  

   

C  

C  

C  

T  

C  

C  

T  

C  

T  

C  

T  

C  

T  

【グループでキーワードを共有する】  

うそをつかない。  

相手意識で相手を不快にさせない言葉づかい。  

きまりを守る。  

これってフリマアプリだけのこと？  

いや，日常生活の事。  

社会にでたときにも。  

社会にでたときね。そうだね。  

学校でも。  

メルカリの人たちは何が大切って言っていた？  

安心安全。  

安心安全は誰のため？  

アプリを使う人のため。  

ということは，会社を運営する上でも，日常生活の上でも「相手意識」や「言葉を大切にすること」

や「うそをつかないこと」，「きまりを守ること」は，どこでも大切だということだね。  
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（３）成果と課題  

 「フリマアプリ」を教材として取り上げ，「フ

リマアプリ」を活用する上での問題点を解決す

るために，どのような力が必要か話し合うこと

によって，D・C の育成をめざす「性向アプロー

チ」との強い関連性を見出すことができた。特

にこれからの「デジタル社会」において確実に

必要となる D・C の育成において，「相手意識」

や「安全性」を視点として単元を構成すること

の価値についても見出すことができたと考えて

いる。これは D・C の育成をめざす小学校社会科

授業のモデルとして，一つの提案ができたので

はないだろうか。しかしながら，小学校社会科

授業としての社会システムをどのように概念理

解させていくかということへの課題は残る。つ

まり，デジタル社会におけるシステムを子ども

たちにどのように見せ，そこを生きる上での問

題点を自分事として考えていく姿勢が必要であ

ろう。 

 

６．小括 

本研究の目的は， D・C の育成をめざす小学

校社会科授業を開発・実践しその効果を検証す

ることであった。本研究の成果は次の２点に整

理できる。第１は，「性向アプローチ」に着目し

て「思考ルーチン」を組み込んだ授業のモデル

と，実践における児童の姿を示した点である。

小学校社会科における実践研究が少ない分野で

あるからこそ，大まかな授業デザインや児童の

姿を示したことに意義があろう。第２は教材と

しての「フリマアプリ」の可能性を示した点で

ある。デジタル社会における「安心・安全」な

仕組みづくりを行っている「フリマアプリ」は，

Ｄ・Ｃの育成と企業のシステムを学ぶ教材とし

て複眼的に見ることのできる幅ある教材である

と言える。さらに，デジタル社会に生きる市民

としての資質・能力として，見えない相手を意

識する力が非常に重要であることが子どもたち

の考えから明らかになった。これは，「フリマア

プリ」を教材として取り上げたからこそ，見え

ない他者と商品をやり取りする際の「安心・安

全」を保障するためには，「相手意識」を常にもっ

ておかなければならないことに気付くことがで

きたのだろう。  

課題は次の２点である。第１は CSE 教材分

析の精緻化である。本稿では，CSE の2019年版

の「性向アプローチ」という一端の分析に留まっ

た。2019年版の CSE では「性向アプローチ」

に加えて「責任の輪」，「デジタルジレンマ」等

の特徴的なアプローチが採られている。これら

をふまえたより精緻な分析を進めるとともに，

最新の2021年版の分析にも取り組んでいきた

い。第２は，授業枠組みの精緻化である。今後

は第５学年以外の単元開発・実践に取り組むと

ともに，子どもの姿から授業構成の枠組みを見

直し，ブラッシュアップしていきたい。  
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